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1つ＆まじめ、こ 鯛融同胎代麹説相坂耕作

本報告書は兵庫県龍野農林事務所の依頼により、生活環境保全整備事業として

兵庫県宍粟郡波賀町上野地区の昆虫調査翰結果をまとめたものである。ただし期

間が平成6年の9月、 10月のわずか2カ月だけの調査である。

兵庫県宍粟郡波賀町畦兵庫県最高峰の米ノ山をも有する地域のため比較的昆虫

分布調査の進んでいる町ではあるが、 そのほとんどは赤西、音水、引原、戸倉、

坂の谷などであり；今回の調査地域である上野地区は特定種のチ園ウを除くとフ

ァウナがほとんど知られておらず波賀町の空白地となっている。単年度事業のわ

ずか2カ月の調査で、かつ採集シーズンのほとんど終わった時期から調査に入っ

たため不充分な点が多いが、以前の記録および今回の調査によりまとめた本報告

が、 おおまかではあるが上野地区の昆虫相の概要をつかむ基礎的な重要資料とな

るものと思われる。

これからの兵庫県の環境保全を計るために、 これらの基礎資料を基にさらに調

査時期及び調査地域等を広げ、かつ近隣地域間の昆虫相と環境を比較し検討でき

るだけの質量を備えた資料が早期に整備されることを望みたい。

なお標本の同定等については多数の専門家の助言や援助を受けた。ここに厚く

御礼申し上げる次第である。

－84－



2．割司査者二及て涙討司査I司定協菱とj者

相坂耕作

東輝弥
中 ‘ ‐
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大津賀秀樹
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日本蜻蛉学会会員‘ ,〃 ： ゞ

’ ‘ 、 ・ ‐ i" ;1jr ＞－J ミ I
生態写真家J J 、

姫路昆虫同好会会貫M↓
兵庫県竜野農林事務所治山課

兵庫県姫路農林水産事務所治山課

兵庫陸水生物研究会
‘ i 4 ：､． ‘ ‐ :。 ｝

兵庫陸水生物研究会

I

可堅 ､垂

1

７
０
◆
０
勺
。“

ｑ

ｄ

Ｃ
↑
一
『
▲
●
。
一

ｔ

！

く ･ ． ｰ

F 1

！

1 上

『、 琴籔《
１．

１､

＜

、

I

語.』
軸
も
Ｌ

I

I
v7
JT

｢. ・ 1
い’

W量

｡

’
諸

王

・

●

、

＄

i

I

毛
■
■
０
‐
四
口
ロ
■
■
Ｔ
■
可
ロ
■
・
課
ｆ
Ｌ
■

急モ
ニT

命山

「-県

1,. ~･上

､_だ' す ， ＊ 1皇

唖
，
。
ご

か
・
・
込

叫
LI

－85－



3．計司査一概菫薯

(1)調査地域

次ページの上野地区の図番号④⑤地点を中心に7回の現地調査を行なった。

特に留意した点は、湿地に生息する豊富な昆虫ばかりでなく現況であるスギ、 ヒ

ノキの人工林に生息する昆虫をも出来るだけ気をつけ調査した。

(2)現地調査及び調査人員

目
目
目
目
目
目
目

回
回
回
回
回
回
回

１
２
３
４
５
６
７

1994年9月2日

1994年9月15日

1994年9月18日

1994年9月22日

1994年9月23日

1994年10月9日

1994年10月16日

名
名
名
名
名
名
名

３
２
３
２
２
１
１

(3)調査方法

①任意での採集

スイービング、 ビーティングなどにより調査ポイントを調査

②ライトトラップ

夜間にブラックライト、青色螢光灯、 白色螢光灯を点灯し走光性昆虫を

調査

③水生昆虫調査

水生用網にて水中の昆虫を調査

なお、今回はポイントの調査地点が湿地のためベイトトラッブは行わなかった。
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5．考察

上野地区に生息ず愚懲陰鍵鋤墨墾類繊大:認識職、雫難癖騒纒幽麹にみられる種

類である｡調謹纒典可懲騨癖甑局錐珍なので森樵錘鋤老董な遷泰型難錘雌較的
少なかった。繼認電巻潅霞職揃ずかツクツダ瀧蕨シ、ミンミンゼミで識リ､■針

葉繊溌多いこ‘とで標高か診季蝿雲鰯勢布が獅啄彪癖蓉挺渉今睡購時懇鱒聴鶏理
であつ■礎｡■顕､湿地が今夏函異織識に職か秘鯛，”榊蟻麓ってい『た
稔蹴篇幽催＃藤■ﾝ綴翰ﾙ聯ポ霧ﾔｼ惑翰生鋤霞輝■鋤渥.■ﾁ盲ｳで溌繩;ヨノ
マチ盲叺ゴイシシジミ“塗蔵赫確認でき捻遥と職興味霧い。雲た、 ヒメクサキ

リ、エゾツユムシ：f菅ナナフシ、エサキヒメコシボソガガンボなど比較的珍し
い種の生息も確認できた。

S'・言＃認査の■まとめ

採集'し繼墨蕊霧懲餐識霧専闘圃篭家によ辱臓憲願っ篭｡■答目(蕊)鰯同定者雄
次②通砂■で錫愚息

トン燕 ‘‐
：

永生昆雄 ：

カワケラ ’

バッタ

ナナフシ ：

カマキリ

ゴキブリ コ

ハザ黛掻シ"ル ダ

カメム諺;

アミメカゲロウ

コウ羨謹:ウ

ハチ

ハ工

トビケラ :

チヨウ

永生昆虫

東ゞ輝誌､相坂耕作

稽圏和久、久後地平

稲田翻久

相堀緋作

相坂耕作

相坂耕作

絹瀕鱗作

，1噸総？ 』
翻識懲綴蕊耕作
穏塚裁作
淵馬明凰相叛耕作

想坂耕礁

;‘撤醗齢隙' :
爽後地平J ■

相糎耕作
f‘ ‐ ，

稲田和久

なお使用した図鑑の主なものは下記の通り。
噌~ . ， ．葱‘ ‘段． _子 苛 ‐さ 卜1..：
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T

原色日本蝶類図鑑保育社川副昭人・若林守男署

原色昆虫生態図鑑 （Ⅱ） トンボ編保育社石田昇三著

原色日本昆虫図鑑（下） 保育魁伊藤修四郎他箸
原色日本甲虫図鑑 I～Ⅳ保育社 林匡夫他著 ミ

原色日本蛾類図鑑 （上．下） 保育社 井上寛他著 ：
図説日本のケンゴロウ 文一総合出版 森正人・北山昭著

＝

－ 』

酉

裁
可
戸
吟
爵
一

一

㎡

、

・

１

Ｆ

ぷ

ぜ

、
《

一

八一
1 ．子

寺
と
凡
蚕

抵
亨
・
ト
ノ
ム

Ｆ
一
申
ｊ
Ｌ

ｑ
。
⑪
弧
０
－

）
一

口

一
勺
ｐ

４
．

．
、
ン

Ｐ
□
ユ
Ⅱ
、。

〃

－9曲一



7．チー万ラ目、

もう15年もなるだるうか‘ご調査地の上野地区には上冒ウモンモドキが生息して
j ‘ ’ ． ：

いた。調査者の私が県下で初めて見た、 またそれが最後のヒョウモンモドキであ

った。つまり環境庁が腿2年に公表したレッドデータブックにおいて危急種とさ
れている珍種のチミョウであ叺さらに兵庫県販レッドデータブックにおいては、

． ‐ ． ． i j ’ ＃ 』

もはや絶滅種として指定されるような幻のチョウである。昨年の発生時期に湿地

を調査したが残念ながら発見できなかった。 また同地には同じく兵庫県版レッド

データブックの絶滅危倶種になる予定のウスイロヒョウモンモドキも生息してい

たので、今後の調査に期待したいものである。今回の調査では7科27種の生息が

確認できた。

チョウ類

アケハチョウ科 Papilionidae

ミヤマカラスアゲハ〃a〃〃〃鮒a"〃ノ

クロアゲハ殉"〃〃〃･"”"〃

キアゲハ殉"〃〃〃奴"〃

ナミアゲハ胸〃〃〃x"〃〃

セセリチョウ科 Hesperiidae

ヒメキマダラセセリ〃〃"”3〃〃〃〃

コチャバネセセリ 〃〃eg〃〃〃a

イチモンジセセ'ノ 〃ﾉ？〃〃g"〃""

キマダラセセリ〃″"〃〃〃”〃

シロチョウ科 Pieridae

キチョウ 丑加･役”〃〃〃

シジミチョウ科〃〃〃′"e

ウラギンシジミ 〃〃〃Sa""”

ペニシジミ〃"a〃a〃〃〃s

ツバメシジミ〃〃･egaﾉWﾖ”s

ゴイシシジミ 〃宏忽胸伽〃〃

日本に産する唯一の肉食性のチョウ。

シを食べて成長する。

現地のタケやササにつくタケノアブラム
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マダラチョウ科 Danaidae

アサギマダラ〃〃"〃〃〃”
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ジャノメチョウ科 Satyridae

ジャノメチョウ 』豚""血施〃g

ヤマキマダラヒカゲ〃〃e〃〃"〃’〃
. 、 ？ ． 風 ↑ロ

ヒメキマダラヒカケ肋〃”〃〃〃＃”ん
. ． ､ ｡ . l ｡ ． Kく ‘ . ． 、 ニ

コジャノメ〃〃ﾉ〃ん力切""ん〃

クロヒカゲZ"〃e〃〃a

クロコノマ〃/〃〃な〃e胸”

－

t
一一一▼

Ｉ

ガ類

b，

シャクガ科Geometridae

工グリヅマエダシヤク〃""〃"〃S3〃〃… ，‐: ;■ ′ : ' '
ハガタナミシヤク〃sか'〃〃"/鼠"鋤"〃〃恩〃”鋤"〃〃

トラフツバメエダシャク〃血か〃〃g〃""〃忍 ～

’

'旬
壷

j 、 ； 牢.~、

スズメガ科Sphingidae

ホウジャク 』脆""威忽/〃sms"〃霊”"〃
Lj1.． 乃手

イカリモンガ科 Callidulidae

イカリモンガ′'〃"〃"”んﾉ”〃
可可口■
“
Ｂ
Ｌ

マルハキバガ科0ecoPhoridae
％ ・

クリミガ〃〃麺〃〃"″"a
ー

ヤガ科Noctuidae
~ n ･ マ

カラスヨトウ 』f〃'収〃a〃〃〃〃〃〃〃
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8． トー〆刻ご目

調査区域には、湿地が数か所みられ、 また、水深数学ﾝ程度の水たまりが随所に
みられる。 この近くで湿地性のハッチ園ウトンボや止水桂のトンボが多く､今回
の調査では7科19種が確認きれた。

イトトンボ科Agrionidae

クロイトトンボ（目撃） ‘〃〃〃〃ﾉ〃”'〃

アオイトトンボ科Lestidae

アオイトトンボZ〃'〃＆"〃〃

ホソミオツネントンボ 肱〃"/”"/〃'〃ぷ〃〃ん〃〃＆寂ﾉ･〃"g
の

カワトンボ科 CaloPterygidae

ニシカワトンボ（記録） 〃a〃gかﾉ””

ミヤマカワトンボ（記録） 〃/"#〃:〃〃〃〃血

サナエトンボ科 Gomphidae

ダビドサナエ（記録）"〃〃”〃〃〃

オニヤンマ科 Cordulegasteridae

オニヤンマ〃〃α〃”〃，”〃〃〃／

湿地及び流水の両域に見られる

ヤンマ科 Aeschnidae

ルリボシヤンマ 』〃sM"a｡/〃"〃

高山トンボとして知られている。播磨地方では大変珍しく

データブックの稀少種扱いとなっている｡：
ミルンヤンマ ′/Z"aesM"a"/〃〃

カトリヤンマ α〃a"a"〃"･/Z"〃ﾉ〃 ．

兵庫県版レッ膜

トンボ科 Libellulidae

ハッチョウトンボ（記録） 〃肋〃"〃函〃柵〃・

シオヤトンボ 〃〃e〃〃｡/〃”ん〃./〃〃〃”

シオカラトンボ 〃〃""m"〃血z〃〃〃〃ﾉ”"〃

オオシオカラトンボ〃〃'か〃かﾉ"""〃ﾉ'"〃〃”泡
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調査区域には、湿地が数か所みられたため､湿地性のバッタ目が多いのではと

期待したが案外少なかった。 しかし、標高が高いため高山性のバッタ目が生息し

ていた。今回の調査により8科22種が確認された。 橘 ､

キリギリス科Tettigoniidae

ナミツユムシ ・〃a"〃α"”〃〃ﾉ〃"

エゾツユムシを加亙姻朋〃"""〃，役"〃3

県下では山地のみにしられる。

ホシササキリ 〃""肥"aﾉ"汐〃〃〃#〃

ヒメギス短翅型褐色ルヵノ〃'〃a〃〃g

ヒメギス短翅型背緑色Metriopterahime

いずれも短翅型しか発見できなかった。

ヒメクサキリ〃"〃〃〃”〃./〃〃"〃

北海道では平地に生息するが、本州では山地に生息している。県下ではやや

高山にて発見されている。

ミドリササキリモドキ 』′〃〃〃〃〃ぷぷ〃"〃′

コオロギ科Gryllidae

エンマコオロギ〃/”温〃〃"s〃g”〃"忠

ミツカ膜コオロギ〃〃〃役〃"s〃〃〃〃

クマコオロギ ‘〃〃”〃〃〃

マダラスズ′'〃〃剛"〃"g〃蜜7."〃s"胸〃g

カンタン〃〃"〃〃〃〃ﾉ”"”

ヒシバッタ科Tetrigidae

トゲヒシバッタ〃〃”〃〃./”〃〃〃

ヒシバッタ Acrydium ./"〃〃〃

バッタ科Locustidae

オンブバッタ ‘かa"〃"〃奴"a〃”

ショウリョウバッタ 』〃〃〃〃〃･〃a

ツマグロイナゴモドキ〃〃g"〃〃"g""ﾉ･

ヒロバネヒナバッタ〃〃〃〃"s〃#〃〃〃ぷ

－96－



イナゴ科（イナゴ類）

コバネイナゴ〃〃淫ノeZ"〃g〃

フキバッタ〃ﾉ潔""〃珊冴s汐．

1－、

ポ

ノミバッタ科Tridactylidae

ノミバッタルノ″"〃/”血"〃〃"g
●

8 1

、 I

コロギス科Gryllacridae

ハネナシコロギス伽〃〃s"〃〃′〃"〃"涙
’i

カマドウマ科

カマドウマ

RhaPhidoPhorida,e

〃eβ”〃段"a〃〃a〃8

（

、
1

』

や

If

塗

1 ） 、

一j97－



10．カーマキリ目

次の1科2種が確認できた。

カマキリ科Mantidae

オオカマキリ 〃""ん〃a〃〃ん/〃

ノ､ラビロカマキリ〃〃"〃ん〃"〃立た〃

11．ナーナーフニ〆目

次の1科3種が確認できた。なかでもトビチナフジの分布は以外であった。

ナナフシ科Phasmatidae

トビナナフシ腕〃〃〃”ﾉ""”〃〃”

はねがあり、普通のナナフシとすぐ区別できる。

れた。県下での分布は案外少ない。

エダナナフシ〃〃〃〃g〃/a〃〃g

ナナフシモドキ助〃ﾉ”ノ〃〃"ん〃'〃-”"”'〃

ミズナラの葉上にて発見さ

12．ごゴキ弓ブリ目

チャバネゴキブリ科Blattellidae

モリチャバネゴキブリ 〃〃〃〃〃〃”〃/〃

－98－
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13．カメー之詫室〆目
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ヘリカメムシ科Coreidae

オオヘリカメムシ〃ﾉ〃〃〃w〃〃〃〃〃

ホシハラビロヘリカメムシ〃"〃"〃w3〃〃"""”#"ぷ

一

I i． ‘ ’ 〈．. q勺

ツノカメムシ科Acanthosomidae
‘ b ム

ベニモンツノカメムシ〃認＆""s"〃"窓〃伽”･aﾉバ

一

!i－，

1，

i＋

＋”‘ 1 f:' §恥｝

クヌギカメムシ科UrOStyli"§' "識j,､ト “ § §‐

ヘラクヌギカメムシ〃"g〃ﾉなa"""〃"〃〃9
｡

1－、

ー

も、

サシガメ科Reduviidae

ヤニサシガメ〃/〃"F〃"㎡〃8s

セミ科Cicadidae

ミンミンゼミ 〃”〃〃函"a〃〃〃〃""〃パ

ツクツクボウシ〃〃〃a′"a〃ん"a

アワフキムシ科

テングアワフキ

マダラアワフキ

Cercopidae

〃〃忍ぶ'aa〃〃""”
●

ノ"冴伽ﾉ塗〃"Wノ

ミズク科 ledridae

ミミズク〃”ん"a""身〃〃”"/〃

、
、
『

1.4． ノ、チ目

ベッコウバチ科Pompilidae

=j99-



オオモンクロベッコウ〃'"〃〃鮒〃〃役"〃9
「

ツチバチ科Scolidae .

ハラナガツチバチ肋〃g'"〃んs〃〃〃"〃〃

スズメバチ科Vespidae

クロスズメバチ〃〃"〃ん〃gノ

アリ科Formicidae
1

ムネアカオオアリ 〃〃〃〃〃”g"〃〃〃

15．ノ、．匡目

ハナアブ科Syrphidae

オオハナアブ 』伽〃血z'〃"

コシボソガガンボ科Ptychopteridae

〃'”"'""泥"〃〃塗"Mを〃エサキヒメコシボソガガンボ

-100-
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16.三コrラチ1丁シ目
4

ケンゴロウ科Dytiscidae
． 、 ′ . ,i

ヒメゲンゴロウ Rhantuspulverosus

北海道・本州・九州・南西諸島・小笠原・ザバリン好台湾・朝鮮･ヨーロ'ツ

パ． オーストラリア.『北アフリカ遊瞥広域に分布する種成虫は皇-』年中み
られる。様々な水域に生息する。

コガネムシ科Scarabaeidae

コアオハナムグリ a〃汐〃”血〃"〃″

コイチャコガネ ‘〃ﾉ'""s'〃〃”""〃'〃

ガムシ科Hydrophilidae
●

キベリヒラタガムシ肋〃ん，〃./"〃〃"8

テントウムシ科 Coccinellidoe

カメノコテントウ〃"/"〃"〃〃〃〃〃"”

ナミテントウ"ﾉ9"a""""R/'ﾉ〃蚕

シロトホシテントウ〃/〃認〃"a〃"#””

テントウムシダマシ科 Endomychidae

ルリテントウダマシ肋〃硬〃"〃g"〃a〃

ハムシ科 Chrysomelidae

エノキハムシ遅〃〃〃”’〃必〃g

チビカサハラハムシ〃""'〃a〃〃ﾉ惣”

ムナグロツヤハムシ〃〃ﾉ,”伽〃ﾉ召〃

オサムシ科 Carabidae

ホソアトキリゴミムシ〃'〃〃〃〃〃r"8

ハネカクシ科Staphylinidae

アオバアリガタハネカクシアオバアリガタハネカクシ〃e〃ﾉ･"g〃〃〃伽

コアリガタハネカクシ〃〃/""e"ﾉ･"g〃”〃

ゾウムシ科 Curculinidae

一加1－
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17‐トIごケーラ目
10

Stendpsychidae /-

〃役"α"＆〃〃〃剛q""'a〃
【- ′ 、 ． ． ： ． ‘ ’

九州に分布｡山地、平地の流水に笙息。
、峰： ＝、

‘ ・ トー1． ． ゞ ・ ・ :1 ‘

ヒゲナガカワトビケラ科

ヒゲナガカワトビケラ

北海道・本州・四国
~、 上 』聖

マルバネトビケラ科Phryganopsychidae

シロフマルバネトビケラ〃〃惣認"α"塁〃〃〃〃"〃

本州に分布｡山地渓流のよどみﾄｰ生息ずる｡J
､ ‐ ! ． ． オ E ・ ・ . Ⅲ ,旬 ．‐

カクツヅトビケラ科IepidOstomatidae､， ‘ ; ．､ゞ‘■ 弱 ？ ×・

ヤマ■iiカクッツドビケラ:〃"”"欧海鰄”…
本州．四国・九州に分布｡山地湊漁革鎚の流永に生息。

#

！ ‘ ： ､ ‘， 、ぶ
り

■

18_力丘フケラ目

オナシカワケラ科 Nemouridae

ジュボンオナシカワゲラ 』fm〃〃""〃〃"〃〃”

カワケラ科Perlidae

クロヒゲカミムラカワゲラ KamimurCaquadrata

スズキクラカケカワゲラ吻刈〃β〃a〃〃〃ノ

19.三〆】ノアケ雪Z～シ〆目

シリアケムシ科Panorpidae

ヤマトシリアゲ〃"〃〃｡/”〃/〃

_Z託二=〆禾斗20つノ、－ザー
一
一
一

クギヌキハサミムシ科Forficulidae

アルマンコブハサミムシ〃e"〃〃〃JW"〃

メカを麦FK．rシ目
一
一
一21－､ア

クサカケロウ科Chrysopidae

ヨツボシクサカゲロウ〃〃gα"ag〃〃〃"""""

一岨3－



22.｣二里子士也区α＞自棄裳と

環土章在呆全バ等の留意』気

上野地区のほぼ全域溌封葉樹相と奪っているので昆虫の分布には貧弱な林であ‘ ・ ，”、 ．~， ： ; ‘ I 『 イ ！~‘) ：、 、 ． 、

る。反面、面白くないので採集者も少なく､ 自然保護の立場からはよい籍栗とも

いえる。調査中の9月22日深夜にシカに出会った｡"将来､植載木が食害されるお
それが十分ある。

・ j ：､ ‘ ： 司 ・

湿地は陸地化がかなり進んできている｡』そ哩証蝉と豊て裏ｽｷ篝を食事とする，f， ｰ ‐ 〈 ' ､ ニ

クロコノマチョウが採集されている。上野地区は過去の記録と比較して既に姿を

消したチ画ウもあるが、現在も草原性の上屋ウ:表彰壬頁､ｳ類堪かなり生息してい

る。広葉樹林のみを増やすこどだけに鍵ら説蔦原を残し､■また湿地童陸地化さ
せないようにして､蕊化噸んだ植生がみ帥るよ壷望み産いと彫｡〃

脱
＝

‘

布

a

“可

1

I

、

－104－




